
令和２年度　江戸川区立鹿骨東小学校　学校関係者評価　報告書

目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

取組 成果 成果と課題 評価 コメント

学校教育目標

○思いやりのある子・・・互いの人格を尊重し、心豊かな子　自己肯定感の高い子の育成
○健康で明るい子・・・安全で健康な生活を心がけ、体力のある子の育成
○よく考えくふうする子・・・自ら学び、深く考える子の育成
○ねばり強くやりぬく子・・・目標をもち、最後までやり遂げる子の育成

○　笑顔があふれる学校…児童が学ぶ楽しさが味わえ、成長を実感できる学校、保護者や地域にとって、
誇りと信頼がもてる学校、教職員が教育者として喜びが味わえる学校を目指します。
〇　元気で活力ある学校…児童が健康・安全・安心にすごせる環境作りと体力向上を目指します。
〇　創造力のあふれる学校…児童も教職員も学ぶ意欲と創造力をもち、課題に挑む学校を目指します。

前年度までの学校経営上の
成果と課題

＜成果＞本校の教育全般については、学校評議員・地域関係者・保護者等からおおむね理解を得ることができた。おやじの会、図書ボランティア、グリーンボランティア、登校見守り、鹿骨東
小学校ふるさと学習などについて地域や保護者と連携した教育活動を展開し、協働することができた。江戸川区教育課題実践推進校「読書科」に取り組み探究的な学習の進め方が理解でき
た。（教師・児童共）
＜課題＞朝読書、補習タイムやほねぶとタイムを日常的に行う体制を整え全校で取り組んでいるが、学力や体力の数値目標が達成できていない。さらに特別支援教育の充実が課題である。

教育委員会
重点課題

取組項目 評価の視点 具体的な取組 数値目標
自己評価 学校関係者評価 来年度に向けた

改善策

特色ある教育の
展開

小中連携教育の推進 「小中連携教育構想」及び「各教科等の連携
教育プログラム」による連携の充実

連携教育プログラムに基づいた小中の授業協議
…年1回
６年生の体験授業・部活体験の実施連携…年1回

児童アンケートで中学生になることに希
望をもつ児童（６年）９割

Ｂ Ｂ

１１月に生活指導や学習への取り組み方などの共通理
解を図った。新型コロナウイルスの影響で児童が実際に

中学校に行くことはできなかったが、中学校教員による
授業を本校において6年生各クラス３時間体験することが
できた。

A

環境教育の推進 持続可能な社会を創造することを目指す教育
活動の実施

もったいない運動の取組実施全学年
環境を考える学習：各学年1回以上

児童アンケートでもったいない運動への
参加に肯定的な回答8割

Ａ Ａ

2学期にもったいない集会を実施するなど、児童意識を
高めることができた。児童のもったいない運動への参加
意識は、８割強である。6年生は、ＳＤＧｓの活動に自主的

に取り組んだ。
A

コロナ渦においても、工夫し中学校の教員
による出前授業が行えたのはよかった。中
学校でも同様なことを聞きました。連携は
確かなものだと思います。

来年度も新型コロナの影響がある
ということを前提として、小中連携
の在り方を事前に計画しておく。

地域を生かした教育の
推進

地域の自然や人材を活用した教育活動の実施 ＰＴＡと協働した鹿骨東小ふるさと学習プログラム
…各学年１回
地域を活用した学習…各学年年1回
学校応援団の活用

児童アンケートで地域の人や自然の良さ
を感じる児童９割

Ａ Ａ

「ふるさと学習」として、1年凧作り、2年寄せ植
え、3年組子細工、4年江戸扇子、5年しめ縄、6
年つりしのぶ、を行った。自然のよさを感じてい
る児童は現在９割近くに増えた。

A
「ふるさと学習」もコロナ渦で行えたことは素
晴らしい。地域の人材を活かし学習しても
らえることはありがたい。

新型コロナ感染防止の対策を
しっかりとり、計画的に確実に「ふ
るさと学習」を行っていく。

これからはＳＤＧｓを考えずには前に進めな
い。児童の会話にも出てきており、定着度
合いがよく分かった。将来につながる運動
を今後も続けていってほしい。

本年度学習したことを元に来年
度は、体系化し、教育課題実践
推進校として発表していく。

教員の資質向上

教員研修の充実 ＩＣＴアシスタントによる校内研修の実施によ
るＩＣＴを活用した教員の授業力の向上
動画による「密」にならない研修

教材提示装置やデジタル教科書の活用を週３日
以上実施
ICTｱｼｽﾀﾝﾄと連携した授業:年５回
目的を明確にしたＩＣＴ教員研修:年３回

学年に応じて、ＩＣＴを活用できる児童の
割合8割

Ａ Ａ

ＩＣＴ研修は計画的に実施した。９割以上の児童が各学
年の目標を達成している。算数科ではプログラミングの
研究授業を行い、全教員が理解を深めた。今後は、各

教科にプログラミング的思考を育成する内容を取り入れ
ていく必要がある。

A
9割以上の児童が目標を達成したことは素
晴らしい。児童が活き活きと話してくれた。
先生方の頑張りにも感謝したい。

プログラミング教育をより一層充
実させるために研修を行い、授業
に積極的に取り入れていく。

特別支援教育の推進 校内委員会の活性化を図ることなどによる指
導・支援の充実

専門員・ＳＣ・心理士・巡回指導教員・担任との連
携…各学期授業参観・適時
授業のユニバーサルデザイン化の推進
個別の教育支援計画・個別指導計画の作成と活
用

児童アンケートで学校生活に肯定的な回
答８割
学級崩壊なし

Ａ Ａ

SC、心理士、専門員、介助員で連絡を密に取るなど児

童の困り感に応じた支援体制ができている。児童アン
ケートで「楽しい」と答える児童は９割近くおり、学校全体
は落ち着いている。しかし些細なことでのトラブルがみら

れることから、実態をよく把握し互いの気持ちの理解の
方法や伝え方などを指導し、人間関係形成力を付けて

いく必要がある。

A

アンケートで9割の児童が楽し
いと答えていることは素晴らし
い。朝も喜んで登校している。
感謝。今後も実態把握の努力
を続けてほしい。

引き続き各専門家からの
指導を受けるとともに、Ｑ
－Ｕ調査を年2回行い（1
回は学校独自）児童の
実態把握に努める。

教員の授業力の向上 主体的に学び、表現しようとする児童の育成を目指
す
「できた」「わかった」が聞こえる授業のフレームづくり
を研究する

授業観察：年3回以上計84回以上
研究授業：年6回と事前授業10回
OJT研修：年6回以上

児童アンケートで分かる授業への肯定的
な回答８割

Ａ

Ａ Ｂ 補習は、各学年年間３５回行った。参加したうち８５％の

児童がベーシックドリルの得点率がアップした。また、九
九マスターを実施することで全校児童が九九の習得に

繰り返し取り組むことができた。来年度も引き続き取り組

むこと、家庭と協力し学習習慣の確立を図ることで学力

の向上に努める。

A

コロナ渦において、学力の維持は至難なこ
とですが、教員各位の熱情に感謝。着実に
成果を上げています。今後も学習習慣を
身に付けるよう取り組んでほしい。

A

授業改善と同時に九九マスター
や漢字マスター等を行い、日々の
基礎力向上を図る。また、放課後
補習も引き続き行っていく。

Ａ

全学級で計画的に授業改善に努めている。９割以上の
児童が授業が分かりやすいと感じている。算数科では、

授業の構成を全教員が統一することで主体的に学習に
取り組み、理解が深まるようにした。

A
目標を上回る成果を上げられていて素晴ら
しい。先生方の努力がしのばれます。今後
も期待しています。

国語の授業研究を中心に「誰一
人とりこぼさない」授業づくりを
行っていく。また、一人一台のタ
ブレット端末を有効に活用してい
く。

新型コロナウイルスの影響で図書ボランティア
の活動や調べる学習コンクールへの出品は、
昨年度に比べてあまり行うことができなかった。
ただし、児童は、昨年度の研究で学んだことを
活用して、意欲的に探究活動を行い、まとめる
ことができた。

A

本に慣れ親しむ大事な部分で
すが、この状況の中成果をあげ
よく頑張られたと思う。児童の学
びへの飢え渇きも感じます。引
き続き努力をお願いします。

昨年度読書科の研究を再活用
し、新たな研究学習に生かしてい
く。来年度は、図書館司書が配置
される年なので、図書館スーパー
バイザーと共に連携を密にして図
書室の充実を図る。

コロナ渦に対応した体育の授業や密にならない
長縄週間の設定、また新たに縄跳びマスターを
設定したことにより児童は大変意欲的に取り組
んだ。あとは運動量の確保が課題である。

A

コロナ渦で大変な中、よく取り組んで
くれたと思う。マスター制度はがんば
り力が出る。帽子に付けたバッチもよ
かった。

縄跳びマスター等は引き続き行っ
ていく。また、新型コロナ感染拡
大に最大限配慮しつつ体力向上
の取組を更に行っていくようにす
る。

オリパラ教育の推進 「オリンピック・パラリンピックレガシー創造プ
ラン」に基づく取組やオリパラコーナーの充
実

「オリンピック・パラリンピック教育レガシープラン」
に基づいた授業…35時間
オリパラコーナーの工夫・充実…年3回以上更新

児童アンケートでやり遂げた喜び・将来へ
の夢や希望に肯定的な回答９割
オリンピック・パラリンピックに興味・関心が
高まった児童９割

Ｂ B

オリ・パラの精神等は学べたものの、新型コロナ
ウイルスの影響もあり、実際にアスリート等は招
聘できず児童にとって印象のやや薄い活動に
なってしまった。

Ｂ
オリ・パラは、コロナの影響が大きいので仕
方がないと思う。残念ですがこれも児童に
とって一生の思い出かもしれない。

オリンピック・パラリンピックの開催
年であるので、それを活かしなが
ら状況に応じて最大限の活動を
行っていく。

体力の向上 体育の授業や休み時間における主体的な運
動の実施による運動意欲の向上

計画的に行う密にならない体育の授業の実施
基礎体力向上動画の公開（運動委員会作成）
密にならない大繩大会週間の実施

児童アンケートで、運動を進んでしている
に肯定的な回答児童８割
（限定的）新体力テストにおいて、昨年度
比が向上した児童９割

A A

Ｑ-Ｕの実施…年間2回（１回は学校独自調査）
いじめ未然防止授業…各学期１回以上
いじめ防止「東っこ行動宣言」の作成掲示…通年
SOSの出し方指導…５年生年１回
校長講話…年３回　　児童アンケート…年３回
生活指導夕会による情報共有…毎週金曜日
ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰの全員面接…全学年
ＳＳＷの活用…全学年
「学級SNSルール」・「東小子どもルールブック」・
「東小家庭学習の手引き」・「東小家庭学習がん
ばりカード」の作成と活用…年４回
情報モラルについての学習…各学年１回以上
学年単位の挨拶運動…年６回以上

学校満足度調査（Ｑ‐Ｕ）による
満足群の割合が全国平均を
超える学級９割
いじめの早期解決　継続０％
不登校継続数昨年度比減少

A Ａ

Q-Ｕは、２学期末に調査を増やし、１回目の調
査からの推移を分析することでクラスの実態を
より正確に把握することができるようにった。そ
の他取り組みは計画通り行った。その成果とし
て、いじめを早期発見し、指導解決することが
できた。(全学級)また、Ｑ-Ｕ調査の結果、学級
満足群の割合が９割に満たない学級が４学級
あったものの昨年度の７学級より減少させること
ができた。さらにタブレットＰＣを活用することに
よって、不登校児童が登校できるようになってき
た。今後も生活指導部を中心組織的に活動し
ていく。

A

いじめはあるものだと考え、いかに早
く発見できるか、的確な対応ができる
かが大切。我々も含め全員で見て対
応していきたい。
不登校は家庭の事情も大と思います
が、授業に興味がもてれば最高で
す。
いじめと不登校への早期の対策（解
決）は大変重要だと思います。
学校のイメージを悪くする。いじめら
れている子の気持ちを考え早い対応
が必要。

毎週行う生活指導夕会で綿密な
情報交換を行い未然防止、早期
発見に努める。
年間3回の児童へのアンケート調
査を行い、丁寧に児童への聞き
取りを行う。
年2回のＱ－Ｕ調査を活用し、学
級の満足度を把握して学級経営
の改善を図る。
いじめ（またはいじめと疑われる）
状況が見られた場合は、対策委
員会を開き組織的に対応する。

外国語教育の推進 授業力の向上とALTの効果的な活用 昼休みにおけるハロータイム(英語遊び）の活用
外国語専門講師との緊密な連携

児童アンケートで英語の学習が楽しいと
答える児童９割

A B

昼休みのハロータイムの活用により低学年から
英語に興味をもち楽しみながら話している様子
が随所に見られるようになった。しかし、高学年
になると授業への意欲の減退が見られる。より
魅力ある授業づくりが課題である。

Ｂ

先生方の反省にあるように高学年への取り
組みは更なる工夫が必要かもしれない。い
ずれ児童達は英語が必要になると思いま
す。頑張って教えてください。いかに英語
に対する興味をもたせるかだと思う。

いきいきと学ぶ教
育の充実

働き方改革の推進 B

スクールサポートスタッフの活用は完全に定着
させることができた。また、月１回の定時退勤も
確実に行っている。さらに会議の精選も行うこと
ができた。課題としては、成績処理の時期等ど
うしても４５時間を下回ることができなかった月
があった。

Ｂ

勤務時間と先生の熱意が大切だと思います。改革
は一学校が行うのではなく、もっと上のレベルから
システマチックに構築してほしいと思います。仕事
は生きるためにするので、仕事のために生きるので

はない。工夫、視点を変えて考えれば意外とでき
る。PTA活動が土日にあり申し訳ない。

会議や資料作成の効率
化等学校全体で計画的
な業務遂行を行ってい
く。スクールサポートス
タッフの活用も積極的に
行っていく。

計画に基づいた職務遂行 勤務時間外労働時間の減少

スクールサポートスタッフの有効活用…随
時
一斉定時退勤日の実施…月１回
諸会議の精選

各月連続の務時間外労働時
間45時間以上の教職員０％

A

確かな学力の向上 「確かな学力向上推進プラン」の実施・改善
や補習の実施などによる指導の充実と授業
力の向上

放課後補習教室の実施…2年～6年生(24～26
回)
各学期にﾍﾞｰｼｯｸﾄﾞﾘﾙ診断テスト実施
家庭学習期間の実施：年４回

算数のワークテストの基礎・基本問題で全
国平均以上の回数が8割
診断テストの平均正答率が一学期より５ポ
イントアップ
家庭学習カードの提出１０割

読書科の更なる充実 学校図書館の整備・活用の推進や探究的な学習の
充実
・読書科ノートの活用など、探究活動、探究的な学
びの充実
・学校図書館を使った授業の充実
・教科の中での調べる学習の充実

図書館を活用した探究的学習を取り入れた授業
…各学期１回以上（１２時間以上）
図書館スーパーバイザー、図書ボランティアの活
用による学校図書館の整備の推進
図書館を使った調べる学習コンクールの参加

調べたことを成果物としてまとめられる児
童９割
児童アンケートで学校図書館の活用に肯
定的な回答９割 Ｂ

昼休みのハロータイムは継続して
行っていく。さらに、ＡＬＴと外国
語講師との連携をより緊密にさ
せ、授業改善を図っていく。

健全育成に向けた取
組の強化

いじめ・不登校の未然防止に向けた魅力あ
る学校づくりの取組の充実
チルドレン・サポートチームや生活指導連絡
協議会の活用
生活習慣の向上・情報モラル意識の向上


